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商 号 三基商事株式会社
本 社 大阪市北区梅田1-2-2-800
設 立 1966年1月
代 表 者 代表取締役社長 門田淳
事業内容 食品、化粧品、家庭用品の

輸入・製造・販売・研究・開発
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商品の歴史

1979年 ミキプロティーン９５スープリーム発売



商品特長

開発コンセプト

・

・

アメリカ産大豆



時代の変化

ミレニアル世代の特徴

・デジタルネイティブ（情報氾濫）

・社会の先行きに不安

・SNSで等身大の他人の
意見をチェック！

・社会貢献意識が高い・社会貢献意識が高い



ミレニアム世代の価値観



ミレニアム世代の価値観



アメリカ大豆サステナビリティ認証マーク



SSAP認証マークの活用

これまで これから

表示

見せ方

「誇らしげ」 「さり気なく」

数字(説得) ビジュアル



①生態系や生物多様性を守る
（森林破壊をおこなわない）

②サステナブルな生産活動
（土壌を守る等）

③生産者の健康と福祉を守る

④生産活動と環境保護の継続的
な改善（技術やデータを利用）

サステナビリティ認証マーク

サステナブルな栽培方法





降雨後の土壌浸食

土壌浸食管理



土壌浸食管理

土壌浸食の減少
温室効果ガス削減
水質向上
窒素の流出を最小限におさえる

実施前 実施後



ドローンによる

畑の検査

肥料の必要性の精査 葉っぱの栄養素を精査

GPSとドローンを活用した取組み



SSAP認証マークの活用

これまで これから

表示

見せ方

「誇らしげ」 「さり気なく」

数字(説得) ビジュアル

ｽﾄｰﾘｰ こだわり 貢献



プロティーン95とサステナビリティSSAP認証マークの活用



プロティーン95とサステナビリティSSAP認証マークの活用



プロティーン95とサステナビリティSSAP認証マークの活用



プロティーン95とサステナビリティ
アメリカの大豆生産者を代表す
るアメリカ大豆輸出協会と、大
阪府大阪市に本社を置き栄養補
助食品などを販売する三基商事
株式会社が制定。持続可能な
（サステナブル）栽培方法で生
産されたアメリカ大豆や大豆製
品に付けられる「アメリカ大豆
サステナビリティ認証マーク」
の日本での普及を目指すととも
に、大豆たんぱくの健康価値と
サステナブルの重要性をより多
くの人に知ってもらうのが目的。
日付は大豆の収穫が本格化する
１１月の初日である１１月１日
に。

SSAP認証マークの活用



SSAP認証マークの活用

🌎温暖化対策
２０５０年まで排出ゼロ目標

<菅総理所信表明 10/26/2020＞

U.S. SOYを選択することで
これだけの貢献ができる！


